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研究成果の概要（和文）：　本研究は、「地域気候特性の分析に基づく住宅の環境配慮デザインの方法論」を提案し、
さらに、提案に基づく環境設計を具現化するための「充実した設計資料やツール」を提供することにより、 良質な居
住環境を通じて、低炭素社会の実現や地球温暖化問題の解決の一助とすることを目的として実施したものである。
　主な研究成果は以下のとおりである。（1）上述の方法論を論理的に構築した。（2）方法論を設計者が実践するため
のコンピュータツール群を作成した。（3）コンピュータツールに拠らなくとも活用できる設計資料（図版）を作成し
た。（4）（1）～（3）の成果をネットワークサーバーを介して公開するための準備を推進した。

研究成果の概要（英文）：This research aimed first to propose a logical methodology of environment-consciou
s housing design based on analyses of bioclimatic regional properties. In addition, the research had a pla
n to develop computer tools and illustrated design information followed by the studied methodology. This r
esearch must be useful for realizing low-carbon societies and/or solving global warming problem in terms o
f architectural environment.
Main fruits of the research are: (1) A logically firm theory and methodology were established; (2) Compute
r tools for architectural designers/engineers to apply the methodology were developed; (3) A lot of illust
rated design information were compiled for design works without the computer tools; (4) Preparation works 
for making them public via internet were conducted and tested on a network server introduced by this grant
-in-aid.
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１．研究開始当初の背景 
（1）地球温暖化防止、ひいては低炭素社会
の実現は、我が国を含む世界が目指すべき方
向である。建築物の暖冷房などに係る省エネ
ルギーを推進することは、こうした課題の解
決に寄与するところが極めて大きい。 
 
（2）しかしながら、特に住宅に関して言え
ば、省エネルギー手法が画一的で、地域の気
候にそぐわないものが極めて多いことが問
題である。 
 
（3）その原因のひとつは、地域気候特性の
理解に基づいた環境配慮型のデザインの手
法が確立しておらず、設計者が利用できるよ
うな状況にない点にある。 
 
	
 上述のような分析が、本研究を申請する動
機となった。 
 
２．研究の目的 
	
 そこで、本研究は、申請者が従来までに成
果をあげてきた設計用気象データ等に関す
る研究成果を発展させ、以下の 2点を主な成
果とする研究を推進し、1 章で指摘した問題
の解決の一助とすることを目的とする。 
 
（1）「地域気候特性の分析に基づく住宅の環
境配慮デザインの法論」を提案すること。 
 
（2）さらに、提案に基づく環境設計を具現
化するための「充実した設計資料やツール」
を提供すること。 
 
３．研究の方法 
	
 研究の方法と手順は、以下のとおりである。	
 
	
 
(1）既提案の「パッシブ暖冷房のための気候
区分図」の再検討	
 
①有名な Givoni の Bioclimatic	
 chart の概
念を発展させ、暖冷房の必要度等の新たな算
定方法を考案する。	
 
②パッシブ暖冷房の手法とその定量的評価
手法を再検討し、「環境配慮デザイン手法全
般」に拡充する。	
 
（2）「環境配慮デザインの方法論」の構築	
 
①（1）の再検討結果に基づく論理的な環境
配慮デザインの方法論を提示する。	
 
②論理を設計対象地に具体的に展開してデ
ザイン手法を取捨するためのツール群(気候
特性の分析ツール群)を開発する。	
 
③既開発の住宅用熱負荷計算プログラムを
改造し、デザイン手法の最適設計ツールとし
て使えるようにする。	
 
（3）方法論・ツールおよび設計資料の公開
準備	
 
①（2）に関する例題による説明資料を作成
する。	
 
②気候区分マップなどの関連する設計資料
を作成する。	
 

③サーバーを介して、方法論・ツールおよび
設計資料を公開する準備を推進する。	
 
	
 
	
 研究開始初年度に、東日本大震災が発生し
たため、上記の方法論を震災復興住宅に適用
することを急遽決定した。例えば、（3）①に
示した説明資料の事例は、「震災復興住宅」
を対象とすることにした。	
 
	
 
４．研究成果	
 
	
 ３章の研究の方法に示した順に成果を簡
潔に記す。	
 
	
 
(1）既提案の「パッシブ暖冷房のための気候
区分図」の再検討	
 
①Givoni の Bioclimatic	
 Chart を見直し、空
気線図上のいわゆる快適ゾーンを拡大する
ことにした。	
 
②環境配慮デザイン手法の骨格（コンセプ
ト）を図 1のように整理した。	
 
	
 

	
 
図 1	
 環境配慮デザインのコンセプト	
 

	
 
（2）「環境配慮デザインの方法論」の構築	
 
①論理的な環境配慮デザインの方法論を構
築した。	
 
②論理を設計対象地に具体的に展開してデ
ザイン手法を取捨するためのツール群(気候
特性の分析ツール群)を開発した。ツールの
一例を図２に示す。	
 
	
 

	
 
図２	
 開発した分析ツールの一例	
 

	
 
③既開発の住宅用熱負荷計算プログラムを
デザイン手法の最適設計ツールとして使え
るように改造した。	
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Legends of Abbr.
 RH: Relative Humidity, [-, %RH]
 SV: Specific Volume, [m3/kg’]
 WBT: Wet-Bulb Temp., [°C]
 SET*: Standard Effective
  Temp., [°C]

BIOCLIMATIC NEEDS
 Heating: Zones 1-5 77.0 %
 Cooling: 9-17 6.8 %
 (Comfort): 7 9.8 %
 Dehumidification: 8, 9, 15 & 16 11.5 % 
 Humidification: 6A, 6B & 14 0.5 %

REQUIRED STRATEGIES
 Insulation: 1-5, 9-11, 15-17 83.8 %
 Airtightness: 1-5, 16 &17 77.4 %
 Solar Gain: 1-5 77.0 %
 Solar Shading: 6-17 23.0 % 
 Ventilaion: 9-11 5.3 %
 Evaporative Cooling: 11, 13, 14 & 6B 1.5 %
 Radiant Cooling: 10-13 1.6 %
 Mechanical Cooling: 17 1.6 %
 Mech. Cooling &: 15 & 16 1.5 %
 Dehumidification 



（3）方法論・ツールおよび設計資料の公開
準備	
 
①例題（震災復興住宅）による説明資料を作
成した。（図３、詳しくは学会発表④、⑨、
⑩を参照）	
 
	
 
	
 

	
 

図３	
 作成した説明資料の例	
 
	
 
②気候区分マップなどに関連する設計資料
を作成した。一例を図４に示す。	
 
	
 
③サーバーを介して、方法論・ツールおよび
設計資料を公開する準備を推進した。公開準
備作業は現在もフォローアップ中であり、本
年度内の正式公開を予定している。	
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図４	
 作成した関連資料の例	
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